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今日今日今日今日のののの重要事項重要事項重要事項重要事項 

電位電位電位電位(静電静電静電静電ポテンシャルポテンシャルポテンシャルポテンシャル) 

点 S を基準としたときの点 A(位置ベクトル r)での静電ポテンシャル（電位） 

sE dr
A

S
⋅−= ∫)(φ  

原点の点電荷 q0による rでの静電ポテンシャルを無限遠を基準点とすると、 
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φ =  

静電静電静電静電エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー(電荷電荷電荷電荷のののの位置位置位置位置エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー) 

電位 )(rφ のところにある電荷 q が持っている位置エネルギーU 

)()( rqrU φ=  

渦渦渦渦なしのなしのなしのなしの法則法則法則法則 

任意に選んだ閉じた経路Ｃに対して ∫ =⋅
C

d 0sE  が成り立つ。 

→電場中で電荷を動かすときにする仕事が、始点と終点のみに依存し、その間の経路によらない。 

電場電場電場電場とととと電位電位電位電位のののの関係関係関係関係 

EEEE(rrrr)＝－▽▽▽▽φ(rrrr) 

 
 
宿題解答宿題解答宿題解答宿題解答 

同じ中心を持つ半径 R1、R2 の球面があり、その間の空間に電荷が密度ρで一様に分布し

ているとき、生じる電場を求めよ。ただし、R1＜R2 とする。 

解答 

電荷分布が球対称なので、電場も球対称であり、向きは球の中心から放射状、その強さ

は中心からの距離ｒにのみ依存する。そこで、ガウスの法則を適用する閉曲面を、二つ

の球面と同じ中心を持つ半径 rの球面とする。 

この球面に対するガウスの法則の左辺 ∫S ndSE0ε は、（この球面上で、球の中心からの距離が一定値 r

であるから、電場の強さも一定の E(r)であり、その向きは球面と垂直であるから、Ｅ
n
＝Ｅ(r)として、

積分全範囲で一定値である。よって積分の値は、ε0×Ｅ(r)×「閉曲面Ｓの面積」となるから、 

ε0×E(r)×４πr
2となる。 

一方、ガウスの法則の右辺（閉曲面Ｓ内の総電荷）は 

となる。 

よってガウスの法則は、 

 

となり 

 

 

 

 

と求まる。 

 

宿題宿題宿題宿題 

z 方向を向いた一様な電場 E=(0,0,-E)がある。z=0 を基準(φ=0)として、電位φ(z)を求めよ。また、等

電位面(線)を書け。また、z の位置に電荷 q をおいた時に電荷に働く力と、この電荷が持つ静電エネル

ギー(位置エネルギー)を求めよ。 

電磁気学 I 第六回目（’11.11.02） 
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が閉曲面の内側）二つの球面間の総電荷は二つの球面の外側（閉曲面のとき

内側）の球面の外側でＳより閉曲面内の電荷は半径　　　　

は二つの球面の間（閉曲面
のとき

その中に電荷なし））の内側は内側の球面（半径（閉曲面のとき
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